


旧
きゅう

東
あずま

屋
や

酒
しゅ

造
ぞう

店
てん

暦
りゃく

応
おう

の碑
ひ

ハヤチネウスユキソウ

浄
じょう

土
ど

ヶ
が

浜
はま

田
た

代
しろ

念
ねん

佛
ぶつ

剣
けん

舞
ばい

崎
さき

山
やま

貝
かい

塚
づか

三
さん

王
のう

岩
いわ

早
はや

池
ち

峰
ね

山
さん

寺
じ

院
いん

  大
だい

圓
えん

寺
じ

黒
くろ

森
もり

神
かぐら

楽

盛
もり

合
あい

家
け

住
じゅう

宅
たく

主
しゅ

屋
おく

および盛
もり

合
あい

氏
し

庭
てい

園
えん

牧
ぼく

庵
あん

鞭
べん

牛
ぎゅう

道
みち

供
く

養
よう

碑
ひ

公
いちょう

孫樹

北上山地と三陸海岸に育まれた
森・川・海の歴史文化
～～宮古市の歴史文化の特性～～

　宮古市は北上山地に位置し、その最高峰である早池峰山など

豊かな森林資源に恵まれ、北上山地の山々を源とする閉伊川と

その支流に集落が形成されてきました。

　そして、浄土ヶ浜に代表される名勝地、宮古湾と太平洋から

なる三陸海岸の水産資源に恵まれて、生活を営んできました。

　私たちの先人の歴史文化は、

「森・川・海」の３つのステージ

に展開されてきたといえます。

地域の宝

門馬

みやこちゃん

サーモンくん

小国

茂市

千徳

田代

津軽石

重茂

チョウセンアカシジミ

宮古市は
大きいから

たくさん文化財が
あるね

海・川・森の文化財っておもしろそう！

スゴ
イ！

ワクワ
ク！

概要版に
掲載されている
文化財の詳しい
内容については
サーモンくんを
　 タップ
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ています。本物の巻き貝をまねて作り、何らかの祈りの儀式（祭
さい

祀
し

儀
ぎ

礼
れい

）に使われたと考えられます。
大小の石を並べた配

はい

石
せき

遺
い

構
こう

は祈りの場で、クマの牙の装飾品や獣骨が多数見つかっています。墓も多く、
香
こう

炉
ろ

形
がた

土
ど

器
き

や注
ちゅう

口
こう

土
ど

器
き

など葬式に使われる特別な土器が出土しています。
近内中村遺跡に代表される縄文遺跡からは、自然豊かな環境の中で育

はぐく

まれ
た縄文人の祭りや精神文化をうかがい知ることができます。

第１話 三陸海岸の景観と津波の伝承

　宮古市がある北上山地北部の地層は、３億年以上前に赤道付近の深海で堆積
した岩石でつくられています。その後、陸地となり一部が沈降して、
１億１千万年前に浅い海で堆積した地層が宮古層群です。地層の隆起や海水面
の変動による侵食が進み、「崎山の蝋

ろう

燭
そく

岩
いわ

・潮
しお

吹
ふき

穴
あな

」や「日出島」、「三
さん

王
のう

岩
いわ

」
といった美しい景観が生まれました。「摂

せっ

待
たい

大
おお

島
しま

」では、地層からサンゴや巻貝、
アンモナイトなどの化石が産み出されています。また、「浄

じょう

土
ど

ヶ
が

浜
はま

」の白い岩は、
４千４百万年前に地下でマグマが上昇してできた流

りゅう

紋
もん

岩
がん

です。
　三陸の海は、自然の恵みを与えてくれる一方で、くり返し津波となって襲

おそ

い
かかってきました。1896（明治 29）年と 1933（昭和８）年の三陸地震津波
に襲われ、「三陸は津波の常

じょう

襲
しゅう

地
ち

帯
たい

」と言われました。以後、重茂地区
姉
あね

吉
よし

の津波碑のように「ここより下に家を建てるな」といったメッセー
ジが刻まれた、大津波記念碑が建

こん

立
りゅう

されるようになりました。現在は、
田老地区の観光ホテルと防潮堤が津波遺構として保存され、学ぶ防災ガ
イドが津波防災の大切さを伝えています。

第２話 自然の恵みと共に生きる縄文文化～貝塚と遺跡～

　崎山貝塚からは、岩
がん

礁
しょう

に生息するアイナメ・タナゴ、外洋性のマグロ
やカツオなどの大型回遊魚からイワシなどの小魚まで、約 40種の魚類
の骨、オットセイやクジラの骨も確認されています。大量のウニの殻や
棘が出土していることも大きな特徴です。これらの海の恵みを獲得する
ために、ニホンジカの角や骨を利用して、釣り針や擬

ぎ

餌
じ

針
ばり

、銛
もり

頭
がしら

などの
骨角器が作られました。こうした縄文時代の漁具の基本的な形状は、現
代とほとんど変わらず、素材は金属へと移り変わりました。縄文時代の
技術が、現代の漁業で使っている道具へと継承されています。
　近

ちか

内
ない

中
なか

村
むら

遺跡からは、全国的にも希少な巻
まき

貝
がい

形
がた

土
ど

器
き

の完形品が出土し

　様々な文化財を関連文化財群としてまとまりをもって扱うことで、相互に結び付いた価値や魅力を
発見することができます。ストーリーとして本市の歴史文化の特徴や魅力をわかりやすく市内外に発
信し、教育や観光・交流の促進につなぐことを目指します。

宮古市の歴史文化を５つのテーマでまとめて紹介します。テーマやストーリーにそって

５つのまとまり（関連文化財群）を設定し、短編集『宮古物語』としました。

◆一体的･総合的な取り組み①　関連文化財群『宮古物語』

『宮古物語』～歴史文化を振り返り地域の魅力再発見～

左：崎山貝塚から出土した骨角器
右：近内中村遺跡出土巻貝形土器

姉吉の津波碑

第３話 河川流域に展開した古代エミシと中世土豪の世界

　宮古市では奈良時代から平安時代、中世にかけて、たたら製

鉄による鉄生産が盛んに行われました。鉄の原料となる砂鉄が

採取でき、豊かな森林により木炭が生産できたからです。蝦
えみし

夷

の権威を示す蕨
わらび

手
て

刀
とう

や戦いに不可欠な鏃
やじり

・馬具、さらに刀
とう

子
す

・

斧などの日常生活用具、草刈鎌・穂
ほ

積
づみ

具
ぐ

などの鉄製品が遺跡か

ら多数出土しています。遠隔地で生産された須
す

恵
え

器
き

や陶
とう

磁
じ

器
き

、

中国産陶磁器なども出土しており、鉄と昆布・塩などの海産物

が古代の交易品としては重要であったと考えられます。

　鎌倉時代には、閉
へ

伊
い

氏が鎌倉幕府の地頭として当地方を治め、室町時

代には、山
やま

口
ぐち

館
たて

や千
せん

徳
とく

城
じょう

、田
た

鎖
くさり

館
たて

などの大規模な城館の領主が、周辺の

城主を従えていました。河川流域の城館を核に集落や村が形成されたこ

とから、氏
うじ

名
な

と地名が一致している地区があります。

長根古墳群出土品

第４話 三陸海岸の恵みと港町宮古

　岩手県沿岸部のほぼ中央に位置する宮古地方、その発展の原動力となったのは

天然の良港と豊富な海産物という海の恵みでした。江戸時代になると、太平洋岸

の海運で江戸との交易が可能となり、海産物が江戸へ運ばれました。宮古港（鍬ヶ

崎浦）は江戸・松前（北海道）間の寄港地となり、代官所が設置された宮古町と

共に、廻
かい

船
せん

問
どん

屋
や

などの大店や蔵、旅
はたご

籠や船
ふな

宿
やど

、料亭が立ち並ぶ領内一の繁華地と

なります。

　盛岡城下と宮古港を結ぶ北上山地の河川沿いが街道となり、海と山が結ばれる

ことによって木材や鉄も送り出されました。幕末維新に起きた宮古港海戦も、宮

古港が海上交通において重要な港湾であったことを物語っています。

　明治以降の港湾の重要性が高まるなかで、閉伊川河口と海岸の埋

立てによる築港が行われ、東京・函館をむすぶ三陸汽船が就航しま

した。戦後も海上交通と遠洋漁業が発達し、本市は岩手県沿岸の中

核都市へと発展を遂げていきました。

黒森神楽

第５話 早池峰山麓の暮らしと祈り

　私たちの祖先は、住居をはじめ生産 ･生活道具のほとんどを樹木や樹
皮から生み出してきました。山里の生活は、焼き畑で雑穀を栽培して主
食とし、山菜や木の実を利用する知恵と技術を伝承してきました。北上
山地の豊富な山林資源は、炭焼きや木材の生産に利用され、近代には鉄
道の枕木が生産されました。厳しい山里に生きるため、「結

もやい

」とよばれ
る共同作業が行われました。
　北上山地の最高峰、早池峰山は、修

しゅ

験
げん

者
じゃ

らによる山
さん

岳
がく

信
しん

仰
こう

の霊山であ
るとともに、山麓の里に暮らす人々からも信仰を集めてきました。豊作
を祈る「農神」であり、漁民にとっては航海の目印として、山仕事を守
る「山の神」として信仰されました。こうした人々の願いが、神楽など
の民俗芸能にこめられています。

お大黒様のお供え

姉吉の津波碑は
津波防災の願いが込め
られた石碑なんだね

縄文時代から
ウニを獲っていたなんて

びっくりだわ

宮古の砂鉄で作られた
鉄や海でとれた海産物が
各地へ運ばれたんだね

宮古港が開かれて
４００年がすぎ、今も形を
変えて発展しているのね

写真を見ると川魚や
田楽豆腐などをお大黒様
にお供えしているね
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今後は文化的に結びつきのある９つのエリアで、まだ残る地域の宝を地域の皆さんと協働で

リサーチし、文化財を巡るための周遊マップを作ります。

文化財保存活用区域の宝マップ

海海

森森
川川

Ｆ 新里区域Ｆ 新里区域

Ｂ 田代区域Ｂ 田代区域

Ｄ 千徳・花輪区域Ｄ 千徳・花輪区域 Ｅ 津軽石・重茂区域Ｅ 津軽石・重茂区域

Ａ 田老区域Ａ 田老区域

Ｃ 宮古区域Ｃ 宮古区域

～牧庵鞭牛と鳥取春陽を生んだ山里～

～交通の要衝となった山里～

～中世の館と殿様誕生の地～ ～鮭とワカメ・昆布の里～

～津波防災のまち～

～三陸の恵みが育んだ港町～

　和井内の農家に生まれた牧
ぼ く

庵
あ ん

鞭
べ ん

牛
ぎゅう

は、宝暦年間

（1751-63）に閉伊街道の道路改修に努め、民衆の

救済に尽くしました。

　刈屋出身の鳥
と っ

取
と り

春
しゅん

陽
よ う

は、大正期のヒット曲「籠の

鳥」の作曲者で、日本で初めてレコード会社と専属

契約を交わした作曲家です。

●主な文化財

牧庵鞭牛道供養碑、大日如来像、応永石塔婆碑など

　宮古町から北へ向かう街道（中北通）により、自動

車が普及するまでは田老、岩泉の町に通じる交通の要

衝でした。

　氷河期に大陸から渡ってきたチョウセンアカシジミ

の保護活動が、地域・学校と連携して行われています。

●主な文化財

絵入り追分道標、鰐口、田代念仏剣舞、チョウセンア

カシジミなど

　千徳城跡、田鎖館、根城館をはじめ河川流域に中世

土豪の館跡が多く残されています。第４代盛岡藩主南

部重信の生誕地で、「花輪殿様」にまつわる神社と民

俗芸能が残っています。長沢川上流域には牧庵鞭牛に

まつわる道供養碑と史跡がまとまって存在しています。

●主な文化財

根城館跡、鞭牛碑群、花輪鹿子踊り、十三仏と岩屋など

　津軽石は、江戸時代から「南部鼻曲り鮭」で知られ、

鮭に関わる地名や伝説が残されています。

　重茂は、昔は典型的な半農半漁の漁村でした。昭和

40 年代からワカメの養殖が始まり、三陸随一の水揚げ

量と品質を誇ります。

●主な文化財

盛合家住宅主屋、津軽石さんさ踊りなど

　1933（昭和８）年の三陸地震津波後に建

設された田老防潮堤が有名で、行政と住民が

継続して津波防災に取り組んできた地域です。

　「三王岩」の周辺に宮古層群に関連するジ

オサイトがあり、観察会が行われています。

●主な文化財

三王岩、元禄碑、摂待七つ物、たろう観光ホ

テル、樫内の駒止桜など

　黒森神社と黒森神楽は、中世から現在までの資料が残され
ています。宮古・鍬ヶ崎地区は、江戸時代から「南部の宮古
港」としてにぎわい、戊辰戦争で宮古港海戦が行われました。
明治以後、港湾が整備され、水産業のまち、岩手県沿岸の中
核都市に発展しました。
●主な文化財
黒森神楽、浄土ヶ浜、官軍勇士の墓、公孫樹、旧東屋酒造店など

Ｇ 川井区域Ｇ 川井区域 ～山里の暮らしと宮古街道～

　閉伊川流域を通る宮古街道は、盛岡へ海産物などが馬で運

ばれ、一里塚も残されています。かつては宿場にもなってい

ました。北上山地民俗資料館に山里の仕事と暮らしに関する

国指定重要有形民俗文化財が保存公開されています。

●主な文化財

北上山地川井村の山村生産用具コレクション、南部木挽唄、

早坂の一里塚

Ｈ 小国区域Ｈ 小国区域 ～早池峰山信仰の山里～

　1395( 応永２) 年に月泉良印が開山した大圓
え ん

寺、修験善行

院や神社を核として多くの民俗芸能が伝わる区域です。江戸

期の主要港大槌港、遠野城下へつながる交通の要衝でもあり

ました。遠野物語の舞台や伝説にまつわる地名も多く残され

ています。

●主な文化財

寺院大圓寺、江繋早池峰神楽、大梵天館跡など

Ｉ 門馬区域Ｉ 門馬区域 ～北上山地の大自然に抱かれて～

　北上山地の最高峰早池峰山区界高原を核とする区域で、宮

古市を代表する大自然が残されています。区界高原は北上山

地が隆起する以前のなだらかな地形が分布しています。高山

植物と希少な動植物などの自然環境が魅力の区域です。

●主な文化財

早池峰山及び薬師岳の高山帯・森林植物群落、田代念仏剣舞

など

　自然環境や指定等文化財、未指定文化財などが結びついた、文化的な空間として９つの
区域を設定しました。地域の皆さんと協働で「地域の宝マップ」作り等に取り組みます。
地域住民や関連施設と連携を図りながら「地域の宝さがし」調査を行い、未指定文化財や
名勝地、区域内施設と体験型観光メニューなどを盛り込んだ「地域の宝マップ」を作成し
ます。区域内の文化財や地域の宝を巡る周遊ルートを設定して見学会を実施し、案内や解
説の表示板について検討し設置に取り組みます。

◆一体的･総合的な取り組み②　文化財保存活用区域

牧
ぼく

庵
あん

鞭
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牛
ぎゅう

道
みち
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「宮古市文化財保存活用地域計画」概要版
令和７年３月発行

発行：宮古市教育委員会　編集：宮古市教育委員会事務局 文化課

〒027 ― 0097  岩手県宮古市崎山第１地割16番地１  TEL：0193 ― 65 ― 7526

　宮古市は「森・川・海」の豊かな自然環境を有し、現代まで特徴ある
歴史や文化を形成してきました。しかし、少子高齢化や自然災害の頻発
等により、文化財を含む歴史や文化の継承が難しくなってきています。
　宮古市の歴史文化を着実に次世代へ伝えるため、文化財の保存と活用
の事業を計画的に実施していく「宮古市文化財保存活用地域計画」を作
成しました。

令和６年度
（2024 年）

▼
令和 11 年度
（2029 年）
【６年間】

宮古市文化財保存活用地域計画とは

◆文化財の保存と活用に関する概念図

計画期間

目標：森・川・海の時空をつなぐ「ふるさと宮古」の創造
森・川・海に育まれた歴史文化を現在・過去・未来の時空のなかでつなぎ、

愛着と誇りを持てる「ふるさと宮古」の創造を目指します。

森・川・海の
自然・景観と災害

宮古市の歴史文化の特性宮古市の歴史文化の特性
鉄と城館による

地域の形成

森・川・海の
暮らしと祈り

宮古港と街道による
地域の発展

森・川・海の恵みと
共生する縄文文化

一体的・総合的な取り組み

≪応 用≫

関連文化財群
文化財保存活用区域

➡宮古物語
➡知の探検マップ

ストーリー
地域の宝さがし

コンセプト

歩く ･ 巡る
見る ･ 体験
知る ･ 学ぶ

連携･つなぐ

連
携

･つ
な

ぐ

連
携

･つ
な

ぐ

≪ Action ≫

組織・体制

連携・推進

➡ふるさと宮古ネットワーク➡ふるさと宮古ネットワーク

基本的な取り組み

≪基 礎≫

調査 ･ 研究
保存管理

防災 ･ 防犯

担い手育成
組織 ･ 体制

情報発信
公開 ･ 活用連携･つなぐ

連
携

･つ
な

ぐ

連
携

･つ
な

ぐ

≪基盤づくり≫

反復
持続

みやこちゃんをタップ

「宮古市文化財保存
活用地域計画」の本文は
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